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歯の交換期における
「歯科パノラマX線写真検査」



虫歯の減少と虫歯以外のトラブル発見の遅れ
虫歯を持つ人の割合（5〜14歳）

厚労省 歯科疾患実態調査（2016）より

1993

2005

2016

虫歯のある子供の割合

90% → 40%
半分以下に減少！

これ自体はいいことですが
歯科の受診が減ることで
虫歯以外のトラブルの発見の遅れが増加しています

歯の交換期「歯科パノラマX線写真撮影」の意義



虫歯以外のトラブルとは？

〇虫歯以外の歯のトラブル、顎の骨のトラブル

・先天欠如（永久歯の本数が少ない）

・過剰歯（永久歯の本数が多い）

・埋伏歯（永久歯が埋まって出てこない）

・嚢胞・腫瘍等（顎の骨にできる病変）

など

10人に1人は永久歯の先天欠如があるとのデータもあります

できるだけ早めに知っておき

その後の対応を考えておきたいものです

これらを調べるには

X線写真（レントゲン）撮影による

検査が必要です

歯の交換期「歯科パノラマX線写真撮影」の意義



放射線被曝が
心配です

ご安心ください



パノラマX線写真撮影の放射線量は約0.03ミリシーベルト程度で、
自然放射線1年分に比べてても極めて少ない値です。
X線写真から得られる情報は歯科治療において不可欠なものです。



検査の流れ 問診票

学校を通して受診票が
配布されます

受診票の上部問診票を
保護者が記入

持参して村山市内の
歯科医院を受診



を受診してください

※ 受診の際は、各歯科医院に

お電話でご予約をお取りください

検査の流れ




